
薬師寺金堂基喧の発捌調査
平城宮跡発掘調査部

く伝子：は， 117)和441r・に近畿大学杉山信三教授等の調子f聞により， 法j立の－·t]Iが売却i調査され

ているが， $13］·コンクリ ー 卜椛j色によるIIHf1 1の新T·j,：に作い，j立跡のt;il分（J�Jl1政J実はさけらj L 

ぬ 可1,：態となったので， この際fi＆�＇.（(i'·JにfilJJ.Jlll!i'の；rawを利子tする必�がノ｜：じた。 来r:m�.＇1：の委IM

を受けた当訓行部は，ll(];f1J46作llJJ 8 11～12rJ 271 lにかけて，；111,1行委il会のJ行持のもとに以

Jf;iまわりを主とする8131112を発掘調査した。

遺権 法！立上には天文14年再辿（小昆来銘）' }J記長5 ii三大改修（倣木銘）の，p.J百入母屋j込の

仮金泣か建っていたが， 復興工事のため， 木功：安Illの大11.Jl石製品GH'i仏Jf;i (f:1肢.I!当初材， 昭和

32年解体修理）とともに461:J三8月に徹去されていた。 発掘に先だち現基出を写真測量した。

ついで江戸ll�d℃に肱大修造された出正r;·u.t1nの花耐岩化粧石， 1泣JI， 旧袋｜潜柱筋のi丘きillね

礎石とj也被石， 及び向拝珂；の礎石を！Ixり外した。 さらに旧�・j喧同聞の前二｜二， 堆Il'1土を排除し

て， 当初の袋｜暗礎石， はめ石， j也磁石 ， 雨孫併などを検IHした。

1\;・J:0.は東西29.19m (98.3尺）， 南北18.0lm (60.6）＜！.）， 佐原市l.5m (5尺）である。 侃込

j也業はみられず旧地表」てlこ砂質土と店i'i土をうと万Jこっき悶め基JD.を築成している。J也被石は1)1,t

}!,JO'：·でほぼ全Jl;]l!ljに完了子している。1liiii'1i 1:'.;jさ37cm，奥行帆36cm， 長さ120cm内外であるo f-:f71i 

お（ll閃 金 当� t，巳 Jf',i 干 而，χ，
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に制約2Qcm， 深さ3 cmのはめ訂イl:t lがなされている。

悲し あるいは初めの計画が変Y!: されたのかもしれなし 、。｜糾のはめ訂はー討をL字却に造り

11：したものである。 束石は用いられていなし 、o t.rGは先見されておらず， はめ石天白；i,lと水た

れ勾配を加味した1泣石上1111延長線との向低差は15cm（止で，リ�土石のj早さに近いので， 外まわり

の1泣石がお石をかねていた可能悩ニが強（L、。放石は凝灰岩で，百リ．姐のものはj与さ15CmJJiI後であ

る。！l}J宅損傷がひどく， 伊豆．石や擬石などで補修されたf:il分が多L 、。

磁石は花l刈岩で， 大部分のものにtkけた浜跡がある。 上部におよそ74x74cmの方形の造り

II:しがあるが， への8のみ円形のj也り山しをもっ。 以下礎訂を帯十l記号で；記述す る（第1

｜刈）。 への3， への 4Lt'i'Tが1 m,JYの大きなものである。 この同H砧� ill\lをたち；1fllって訓抗し

たと乙ろ，;J},;JfU：を途rl IまでいったんHt上げた 1tに，mtイillAHけ穴を抗�iり健司 iを侃え， Nび

こ卜．をつきF';J；，，うて， t，巳J立を築きあげていることがわかった（抑2 Iii) 0 ニの3' ;J-;の3の｛次世

には礎イi紘き取り火を確認したo ,l'!Hiはみられなかった。'J�I制限li（工別fHIIキU目f"{ iのFγ卜にか

なり111－－、しながらもすべて伐イがしてし、た。 花i,Y.'11＇ ；予， への1を｜徐きほぼ36×36cmの）iJI予の巡

り11：しがある。 すえつけ抗Iiりかたは， 以JfU:Hiiから!;IJ込まれている。 これも-l1Hゴは｛史われて

いなし、。 大半の磁石は傾斜しながら枕ドしたため． 現(I刷、lm ィiをすえる｜捺にれ！併は水平には

つられたことがわかった。

建物は711\J x 411\1， 袋附つきで， Ki行総長26,73 m (90）＇－＇.）， 張f j総長15,60 m (52.5）�）， 

ill!：のll:\4.16m (VJ尺）である。 単位尺は位以奈良火29.?cmである。 れ11:1寸法は袋階の11\1 6.25

jミ， 正百1jrj:i央311\Iは12.5）辻， その他は10尺である。舵石j也桜｝＇Viの有無及び形状から， 身合の

511\J × 21日lは正而中央311\Jと'1--'fffli•I•央11::1が日：で， その他は出でJ!ttわれてい た と推定でき

る。 側主l筋は開け放ちであったと思われる。設i潜では背f(ij•二I－•央 51::1の磁石に地m陀があり，

•I I央 1IUH土その幅が広くて訴にl， 同j協各211\Jは控と考えられる。

附段は，.iE耐ではrjc1央及び21::1おいて京と四に計3侶i所， 京西両側而と背而では， rj1j.とに

1何）"!Ji'. tpj,\ 111\J分のものが設けられていたことが，Jil存するj也盟石により判ゆlした。したが

って1,t,j(l[IH71jではホの 1. 10の災｜借れが階段の中心t�iU－.にくることになる。i!，�Mまわりには，

恥，＼75cmの三I;:行政の犬走りがあり， さらにtpf,f45Cmのm務怖がめぐらされている。 これらは背而

によく伐｛（しているが，rill修された部分も�l、o i\�i-JJ'U t京市｜机が Ji;lもfl＼＇；く， 京に延長してい
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るので， 雨水は京市i回廊雨税制に流入するものとtmJEされた。

次に語lj姐！？炎の遺構の変遷について述べる。正而の四階段i干IIには石賀の果．なるm品岩はめ石

を， 東階段部には凝灰岩はめ石をよこにしたものを検11\したが， L、ずれの上部にも焼け痕が

あったので， 京とj1(jの階段はワ：禄元年(1528）の火災以前にJi�り｜徐かれていたことが あきら

かとなった。 又現｜句作礎石の目下に，それぞれIIW•JH略行（イ通りを発見した。 それらはrj

111：の瓦を多：，：：に合む， ，WJ'i-，＇.をー、I':ばまでうめたJ也総J－.にすえられており， その」て；：，；11に坑イ：！円が

街着するので， l三1，決511日分に�王様火災以前から現：状と同焼悦の，，，J拘tがあったことがわかる。

IE而両！協階段の廃止は， この向手1・の設置にl品l.i!liするものであろう。 はめ石上而前向には， 半

n:1ri:1隔で師18cm， 深さ15cmの欠き込みがあり， 向鮮の叡太イ士口とJ!UJ!IJされた。 その部分には

焼損の痕がないので， 火災後の向拘4は板張。りの床で鉾台のようになっていたとHi：祭・される。

なお現向停にはJ:I永の鑑古があり ， ミ{jijj：記古記録によると安永年1::1にも大修理をうけている。

また文化4年の記録にはれ数70本余とあり， ニ の3， ホの3わ礎石はその後に紋きl[,Zられた

ことになる。 食堂:J1\;Jfiはこのように後｜止手を加えられているとはいえ， 合｜！立以うKの礎石， は

め石 ， 地置Z二i, ＊石を用いない言1し、形式のl主出；行的手をよく伝えている。

遺物 造物には瓦， 土日＊， 金1・1製品のほかに位漆仏の破)lー などがある。 瓦は本薬師寺11：ご卜

のものと同犯のものも少数あるが， その大部分は鎌tr時代以降のものであるo •li.F丸刈では述

筆文・巴文をもつもの，qq::;y瓦ではj査車：文・剣町l文をもつものなどがある。 ほかに地1・じゃμ

会などがある。 士協は土師質の小?_II）灯明IULが大部分を占め， 瓦if.｛も少I,\:11 ＼ 土している。 銅製

品では， ブj形（15×l4cm）およひ
＇

l'J形（lOcm）をなす二種の木口：WfHliJ-IJの透彫りした金具があ

る。 方形 の金具は前回の調子fの｜探， 講 ＇i\i；東北l�J＼で川二｜二したものと同Jf妥同大のものである。l'J

形の念具は災附の霊木先j刊のものであろう。 また『I•心と周縁に3fl附の釘火とみられる小Jしを

穿った円形銅版（任8.5cm）が2例ある。 ほかに葡到底苧：文のfHli金；；，Q- (4.4×4.5cm）や法弁を毛

彫りし， さらにいわゆる火灼をもあらわしたナスビ形 の鈴などがII＼七している（第3凶）。

貨幣としてIJM元通宝， 大観通宝， 大中通宝， 間�元宝 ， 元立通宝， 皇宋j函宝，1:I永j函ヨ？：，

文久永宝などがある。 大観通宝(1107鋳造）は， 法的の背而西寄りで， 位漆仏政Jl·などを合

第3同 ftli金具（左） 鈴（右）
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むj天褐色�kl:巾から多数まとまっ

て出土した。 吃漆仏の（iJ)i)l－ ，ま， 表

而に金箔が成り， 前回も少：h',:11:\土

しているが， 今l亙l ， 悲J立背而の階

段付近からガラス製小玉CH· 1/i 

. r，品色など）とともに多i止に11\士

した。

(J餅JJ；（武二）




